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オオベニゴウカンのはなし 2022.03.06 

ボリビア原産のマメ科ベニゴウカン属の熱帯性常緑低木で、花の美術館の温室で毎年かわ

いらしい花を咲かせます。まるで化粧道具のパウダーのパフのような半球状の花が特徴で

す。英名は花の形そのままにレッド・パウダーパフ。学名のカリアンドラはギリシャ語で

美しい雄しべという意味です。糸状に赤く飛び出しているのが雄しべで、長さは 3.5ｃｍ

ほど。中心に白い花弁と緑色の愕があります。50 程の小さな花が集まって花序を構成し

ており、ひとつの小花の雄しべが 30 本程度ですから、合計でなんと 1500 本もの雄しべ

放射状に飛び出していることになります。漢字で書くと「大紅合歓」合歓はネムノキのこ

とで、花の感じが似ていることが由来です。園芸品種では、雄しべの白い、シロバナオオ

ベニゴウカンというのもあります。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


